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202６年度 学校目標  「愛をカタチに、世界の灯になれ」 

本年度モットー聖句：「施すべき相手に善行を拒むな あなたの手にその力があるなら。」箴言 3 章 27 節 

 

「学校の中の Diversity」 

 

 私は過去 8 年間、校長を務めさせていただいていますが、続けているルーティンの一つとして心がけているのが、教職員の礼

拝・朝礼が終わり、生徒たちが登校する時間に昇降口に立ち、挨拶をしながら登校を見守ることです。教育現場では「登校指導」と

も言いますが、私は指導をするというよりも、挨拶をして返ってくる生徒の声に耳を傾け、その生徒の心身の健康状態や特性を感

じ取ることを目的としています。時間に余裕がある生徒とは、時々短い会話をすることもありますが、生徒たちと交流できる楽しい

時間となっています。 

ただ、本校に赴任した時には、どこに立って挨拶をすれば良いか悩みました。校舎の造りとして、各ホームルームの入口が直接

外に面しています。小さなキャンパスではありますが、男子は西側から、女子は東側から登校するため、どこに立てば男女共にバ

ランス良く挨拶ができるか考えました。しかし、多くの生徒たちは登校が早く、教師礼拝が終わった直後の 10 分ほどでは、十分に

挨拶を交わすことができません。ただ、立っている場所からは、各教室の大きな窓越しに教室の中の様子がよく見えることに気が

つきました。楽器の練習をしている生徒、勉強をしている生徒、本を読んでいる生徒、おしゃべりをしている生徒、追いかけっこを

している生徒など、朝のショートホームルーム前の様子がよく見えます。授業が始まると、生徒たちは同じように授業を受けますの

で、この時間に多様な生徒たちの姿を見ることは、とても大切な時間になっています。 

そのような朝の教室の様子を見ていると、生徒たちは本当に一人ひとり違うことを感じさせられます。今、社会や学校では、

「Diversity（ダイバーシティー）：多様性」という言葉がよく使われるようになってきました。学校で考えると、勉強が得意な人、ス

ポーツが得意な人、人前で話すことが得意な人、静かに支えることが得意な人など、一人ひとり違います。また、外国籍の生徒も

増えてきています。学校における Diversity の考え方は、「みんな同じになることが大切」なのではなく、「違いがあるからこそ、お

互いに助け合い、より良い集団になれる」という考え方です。 

私がいつも心の中で言い聞かせているのは、「本当の校長はイエス様である」ということです。これは責任逃れという意味では

なく、イエス様は三育の教師にとって最も模範とすべき教師であるという意味です。アンドリュース大学名誉教授のジョージ・R・ナ

イト先生は、『永遠に至る教育：三育教育の哲学』の中で、ロイ・ザックの言葉を引用し、「イエスは優れた教師として成功したが、そ

の理由は、彼の聴衆の興味をつかむ並外れた能力にあった」と紹介しています。イエス様のもとには様々な背景を持った人々が

集まりましたが、それぞれの特性を理解し、必要に応えながら丁寧に教えられました。もちろん、私たち教師が全く同じことはでき

ませんが、その姿を常に模範としています。 

日本の教育現場は、子どもたち一人ひとりの個性を引き出し、それを伸ばしていく教育へと移行しています。その中で、一人ひ

とりの個性を大切にする教育が進む中で、「もう教室は必要ではない」という考え方もあります。しかし、集団の中で互いの違いを

学び、助け合う経験は、今の時代に必要な力を育てる上で大切であると

言われています。日本の三育教育は、聖書に記されているイエス様の教

えに倣い、そのような教育を 100 年以上実践してきた教育です。 

引き続き、本校で学ぶ子どもたち、そして全国で三育教育を受けている

子どもたちのために、お祈りと応援をどうぞよろしくお願い致します。                                          

校長 北林聡 
４月２９日 新入生歓迎球技大会後の全校集合写真 
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【行事報告 新入生歓迎プログラム】 

 

 

                       

 

【４月１２日 授業参観・保護者総会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 行事 6 月 行事 

5/18(月)〜21(木) 3 年修学旅行（関東） 6/1（月）～6/6（土） 祈祷週 平田和宣 牧師 

5/20(水)～21(木) 
1.2 年（校外学習） 

オキナワネイチャーキャンプ 
6/12(金) 午後 漢字検定 

5/21(木）夜～24(日) 外泊可能日 6/19（金）～21（日） 広島三育学院高等学校 PR 

5/27(水）28(木) 学力テスト 6/21 (日) 授業参観日 

5/29(金) 午後 英語検定 
6/25（木）～      

6/29（月） 
外泊可能日/広島三育ツアー 

5/30（土）～31（日） オープンキャンパス   

  4月 29 日 新入生歓迎の球技大会   

８つのチームに分かれて毎年恒例のソフト

ボール大会が開催されました。それぞれのチ

ームが勝敗にこだわり過ぎず、しかし白熱し

た試合を楽しむことができました。午後には

保護者の皆様も試合に多数参加くださり盛り

上げてくださいました。感謝いたします。 

 

４月 6日 新入生歓迎会（生徒会） 

入学式の日の夕方、生徒会主催の「新入

生歓迎会」が催されました。新入生の紹介

や、生徒会役員の寸劇、ゲームなどを行っ

て新入生を歓迎しました。 

 

【お願い】 

―「外出・外泊届」についてー 

お子様の外出、外泊の予定がありましたら、まずは担任までご連絡ください。内容を確認相談した後に、所定の届の用紙を担任

までご提出ください。また、可能な限り 3 日前までに届をご提出ください。よろしくお願いいたします。 

―「帰校時の健康状態に関する質問票」についてー 

 学校全体の外出可能日、長期休みからの帰校時には上記の用紙を提出してもらうことにしています。全寮制のため、風邪や流感

などの感染が広がらないように未然に防ぐことが大切です。5 月２４日に帰寮の際にも外泊者は全員ご提出をお願いいたします。 

 

４月６日 新入生歓迎会 生徒会役員の寸劇 

全校生徒７７名  今年度もスタートです。 

入学式の１週間後でしたが、授業参観と保護者総会が

行われました。保護者の皆様には各クラス担任の授業を

参観していただき、クラス懇談会も行われました。 

 

授業参観の様子（3 年、２年教室） 

５・６月の学校行事 


